
 

 

地域経済を支える港湾の既存施設の有効活用と災害対応力の強化 

 

                                               政策提言先  国土交通省 

政策提言の要旨 

・地域経済を支える地方の港湾は、多くが整備途上にあり、輸送コストの縮減や国内基幹産

業への重要物資の安定供給には、継続した港湾整備が不可欠です。また、東日本大震災を

踏まえて、防災・減災機能の強化が必要となっています。 

・このため、整備が完了した岸壁等を最大限に活用するため、進行中のプロジェクトの早期

完成に必要な予算を確保するとともに、防災拠点として重要な役割を担う港湾については、

新たな知見・技術に基づく防波堤の粘り強い化の促進など、防災・減災効果を発揮する地

震・津波対策に必要な予算を確保し、重点投資をすることが必要と考えます。 

 

 

【政策提言の具体的内容】 

 地域経済を支えるとともに、防災拠点として重要な役割を担う港湾においては、既存プロジ

ェクトや大規模地震に備えた防災・減災事業を推進するために、以下の視点による重点投資が

必要と考えます。 

 

（１） 整備が完了した岸壁等を最大限に活用するための防波堤の整備促進 

＜港内静穏度の確保＞ 

高知港（東第１防波堤、南防波堤）、宿毛湾港（池島第２防波堤） 

 

（２） 大規模な地震・津波に対し、防災・減災効果を発揮する防波堤の粘り強い化（粘り強い

構造への補強）の促進 

                              ＜防災・減災機能の強化＞ 

高知港（東第１防波堤、南防波堤）、須崎港（湾口西・東防波堤） 

宿毛湾港（池島第１・第２防波堤） 

 

【政策提言の理由】 

○地域経済を支える地方の港湾は、多くが整備途上にあり、輸送コストの縮減や、国内基幹産業

への重要物資の安定供給には、既存岸壁を最大限に活用するための防波堤整備など、継続した

港湾整備が必要不可欠です。 

○加えて、港湾での防波堤は、大規模地震時等における津波被害の軽減や、発災後の救援・復旧

物資輸送の確保に重要な役割を担っていることから、防波堤の延伸と粘り強い化を早急に講じ

る必要があります。 

【高知県担当課】土木部 港湾・海岸課 



南防波堤 1,300m 

東第２防波堤 

300m 

40m 
防波堤の粘り強い化 

東第1防波堤の延伸 

南防波堤の延伸早期事業化 

 高台企業用地 
 （H28.3月分譲予定） 

-12m岸壁 

-8m岸壁 

◆整備が完了した岸壁等を最大限に活用するための防波堤の整備促進 

       
         

 

 

      地域経済を支えるとともに、防災拠点として重要な役割を担う港湾では、岸壁の安定的な利用や大規模地震に備えた防災 
      ・減災対策の推進が不可欠です。 
        既存岸壁等を最大限に活用するための防波堤の整備促進と、防災・減災効果を発揮する防波堤の粘り強い化に重点投資 
      が必要と考えます。 

地域経済を支える港湾の既存施設の有効活用と災害対応力の強化 

[須  崎  港] 

東第１防波堤 
1,100m 

【基礎マウンドの拡幅・嵩上げ】

防波堤を越えるような高さの津波の被害を受けても崩壊せず、
減 災 効果 を発揮 する「 粘り強い 構 造」と する設 計をめ ざす

[宿毛湾港  池島地区] 

 粘り強い構造への転換 

◆湾口防波堤がH26.3竣工 

船体塗装の剥離 

◆平成１１年から大型客船が寄港 
◆防波堤が未完成のため、波浪の影響を受けやすく、 係船     
   ロープの破断や防舷材の損傷、船体塗装の剥離が発生 

◆津波被害の状況
安政地震津波〔1854年〕
・死者50人
・家屋の全半壊496戸
南海地震津波〔1946年〕
・死者58人
・家屋の全半壊761戸
チリ地震津波〔1960年〕
・家屋の全半壊52戸

H25.7 旅客船寄港 

防舷材に亀裂発生 

・津波に対する安全性が格段に向上 

・併せて静穏度が確保されたことで、湾内企業の生産 

  活動が円滑化 

◆想定を超える津波に対しても減災効果を発揮する防 

    波堤の粘り強い化が必要 ◆東第１防波堤と南防波堤が未完成で
あるため、南からの波浪が港内に進入 

東第１防波堤 
南防波堤 

ﾒｲﾝﾊﾞｰｽ ｰ12m岸壁 

◆大規模な地震・津波に対し、防災・減災効果を発揮する防波堤の粘り強い化の促進 

政策提言：  

第1船の石炭船入港 輸出米積込状況 

◆ﾒｲﾝﾊﾞｰｽ等（-12m・-11m岸壁）がH26.5供用開始 
 岸壁の混雑が改善され港湾利用者の利便性が向上 
  ※ 新たな岸壁が供用され、石炭船や石灰石船、その他貨物船が同時   

    に荷役作業をすることが可能に 
   

◆波浪により荷役の中断、 他バースへ 
の移動が発生 （Ｈ27．3月迄に3回） 
◆大型外国客船の誘致は、波の穏かな 
冬場中心に限られている。 

◆年間を通じて岸壁を利用するためには、防波堤の早期完成が 
 必要 

製造業用地等 
整備計画地 

分譲中 

交流施設 

岸壁（-7.5ｍ） 

緑地 

分譲地 

Ｈ19年度 

企業進出 

（12ｈａ） 

池島第２防波堤 
 380m 

池島第１防波堤 
 300m 

防波堤の延伸 
93m 

粘り強い化・嵩上げ 

岸壁（-10ｍ） 

◆静穏度の面から旅客船側が寄港に慎重な姿勢 
 
◆防波堤の早期完成が必要 

湾口東防波堤 940m 

住友大阪セメント 

木材団地 

日鉄鉱業 
粘り強い化・ 嵩上げ 

湾口西防波堤 
 480m 

凡例 

H26迄整備 

H27整備 

H28以降整備予定 

[高知港  三里地区] 

凡例 

H26迄整備済 

H27整備 

H28以降整備予定 

津波被害の状況 

地震 死者 家屋 

安政1854 50名 95戸 

南海1946 58名 198戸 

チリ1960 0名 17戸 

凡例 

H26迄整備 

H27整備 

H28以降整備予定 
須崎市では過去、いくたびも 

甚大な津波被害が発生 

【天端形状の工夫】 

防波堤背後の洗掘防止 
【被覆材の設置】 

基礎マウンドの洗掘防止 

港内側 

【基礎マウンドの拡幅・嵩上げ】ケーソンの滑動の抑制                               

【津波の来襲時】 

ケーソンは滑動するが、基礎マウンドにめり込み、マウンドからの滑落は
生じにくい。マウンドの港内側に被覆材を設置し、洗掘を防止 

港内側 

160m 

200m 

63m 

30m 
 

暫定形3.4ha 

H26年度には、

－１２ｍ岸壁を、
同時に４度利用
した実績 


